
(様式－１)
	競争参加資格確認申請書
                                                                 令和　年　月　日
　　支出負担行為担当官

　　中国地方整備局副局長　
○○　○○　　殿
                             提出者）　 住所
                                       電話番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＦＡＸ　

　　　                                 会社名　　○○建設コンサルタント（株）
　　                                   代表者  　役職名　　氏名　　　　　印

作成者）　担当部署

氏名

ＦＡＸ

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　E-mail
【設計共同体の場合は、以下のように記入すること】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 共同体事務所の所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○○業務△△・○○設計共同体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △△（株）　役職名　氏名　　印　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○○（株）　役職名　氏名　　印　
業務の名称　　○○港○○補助業務
　令和○年○月○日付けで入札公告のありました○○港○○補助業務に係る競争に参加する資格について確認されたく資料を添えて申請します。
  なお、競争の導入による公共サ－ビスの改革に関する法律(平成18年法律第51号。以下「法」という。)第15条において準用する法第10条各号（第11号に係わるものを除く）に該当する者でないこと及び暴力団又は暴力団関係者を再委託先としないこと、暴力団排除に関する欠格事由について当地方整備局が別に定める手続きにより行う警察庁への意見聴取に協力すること、その他入札説明書4－1①1）並びに2）に記載された事項、法人税並びに消費税及び地方消費税の滞納がないこと、労働保険、厚生年金保険等の適用を受けている場合、保険料等の滞納がないこと並びに競争参加資格確認申請書の内容については事実と相違ないことを誓約します。　


注１：業務発注担当部署の承諾を得て紙入札方式による場合は、返信用封筒として表に申請書の住所、氏名を記載し、簡易書留料金分を加えた料金（４０４円）の切手を貼った長３号封筒を申請書と合わせて提出して下さい。ただし、電子入札システムで申請した場合は、不要です。　
注２：誓約する内容（中立公平性等）を追加する事も差し支えない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式－２）

・企業の平成○○年度以降に完了した業務実績

会社名）

	業務分類
	

	業務名
	

	TECRIS登録番号
	

	契約金額
	

	履行期間
	

	発注機関名

住所

TEL


	

	業務の概要


	

	技術的特徴


	


注１：業務分類には、「対象業務」を記載する。

注２：様式－４に記載した技術者の同種又は類似業務を重複して記載できる。

注３：業務実績は１件とし、図面、写真等を引用する場合も含め、１枚以内に記載する。
（様式－３）


・配置予定管理技術者の経歴等

	ふりがな

①氏名
	②生年月日

	③所属・役職

	④保有資格
技術士（部門：　　　　分野：　　　　　　・合格年度：

・登録番号：　　　　　・取得年月日：　　　　　　

ＡＰＥＣエンジニア　　　　　　　　　　  ・登録番号
一級土木施工管理技士　　　　　　　　　　・登録番号：　　　　　・取得年月日：　　　　　　
土木学会特別上級、上級者又は１級技術者　・登録番号：　　　　　・取得年月日：
公共工事品質確保技術者（　　）　　　　　・登録番号：　　　　　・取得年月日：
公共工事品質確保技術者に準ずる者

RCCM　（部門：　　　　）　　　　　　　　・登録番号：　　　　　・取得年月日：　

RCCMと同等の能力を有する者（部門：　　　　）　　　　　　　 　・取得年月日：
その他（名称　　　　）　　　　　　　　　・登録番号：　

	⑤同種又は類似業務実績（平成○○年度以降）

	業務分類
	業　　務　　名
	発注機関
	履行期間

	
	TECRIS登録番号：
	
	

	⑥中国地方整備局管内又は隣接する地域での業務実績（平成○○年度以降）

	地域（県・市町村名）
	業　　務　　名
	発注機関
	履行期間

	
	TECRIS登録番号：
	
	


注１：保有する資格について、資格者証または合格証明証の写しを添付すること。

注２：「公共工事品質確保技術者に準ずる者」は証明書の写しを添付すること。
注３：業務分類には、「予定管理技術者に必要とされる同種又は類似業務等の実績」において定義した「同種業務」、「類似業務」のいずれかを記載する。
※なお、上記に記載した業務履行場所において地域精通度を評価する。
（様式－３）

・配置予定管理技術者の経歴等

	ふりがな

①氏名
	②生年月日

	③所属・役職

	④保有資格
技術士（部門：　　　　分野：　　　　　　・合格年度：

・登録番号：　　　　　・取得年月日：　　　　　　

ＡＰＥＣエンジニア　　　　　　　　　　  ・登録番号
一級土木施工管理技士　　　　　　　　　　・登録番号：　　　　　・取得年月日：　　　　　　
土木学会特別上級、上級者又は１級技術者　・登録番号：　　　　　・取得年月日：
公共工事品質確保技術者（　　）　　　　　・登録番号：　　　　　・取得年月日：
公共工事品質確保技術者に準ずる者

RCCM　（部門：　　　　）　　　　　　　　・登録番号：　　　　　・取得年月日：　

RCCMと同等の能力を有する者（部門：　　　　）　　　　　　　 　・取得年月日：
その他（名称　　　　）　　　　　　　　　・登録番号：　

	⑤同種又は類似業務実績（平成○○年度以降）

	業務分類
	業　　務　　名
	発注機関
	履行期間

	
	TECRIS登録番号：
	
	


注１：保有する資格について、資格者証または合格証明証の写しを添付すること。

注２：「公共工事品質確保技術者に準ずる者」は証明書の写しを添付すること。
注３：業務分類には、「予定管理技術者に必要とされる同種又は類似業務等の実績」において定義した「同種業務」、「類似業務」のいずれかを記載する。

（様式－４）
・配置予定管理技術者の平成○○年度以降に完了（令和○○年度完了予定を含む）の同種又は類似業務実績
	業務分類
	

	業務名
	

	ＴＥＣＲＩＳ登録番号
	

	契約金額
	

	履行期間
	

	履行場所
	

	発注機関名
住所
ＴＥＬ
	

	業務の概要
	（○○技術者として従事）

	業務の技術的特徴

	

	当該技術者の

業務担当の内容
	


注１：業務分類には、「予定管理技術者に必要とされる同種又は類似業務等の実績」に記述のある「同種業務」、「類似業務」のいずれかを記載すること。
注２：業務の概要及び業務の技術的特徴については、具体的に記載すること。

注３：○○には「管理」「担当」「監理」のいずれかを記載すること。

注４：TECRISに登録されていない実績を記した場合は、その業務を担当した事を証する業務計画書又は業務報告書等の該当部分の写しを添付すること。

　　　※予定管理技術者は、本業務の履行期間中に本業務の受注者と直接的雇用関係があること。
注５：下請、出向又は派遣、再委託を受けて行った業務実績を記載した場合は、その業務を担当したことを証する下請契約書、出向辞令又は派遣契約書、委託契約書等の写しを添付すること。
注６：様式－３に記載した同種又は類似業務の実績について記載すること。なお、同種又は類似業務の実績と中国地方整備局又は隣接する地域での業務実績において、異なる業務を記載の場合は業務毎に記載する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式－５）
・業務実施体制
	
	予定技術者名
	所属・役職

	管理技術者


	
	

	担当技術者


	配置予定人数　　　　人
	

	分担業務の内容
	備　　考

	
	


注１：1社単独により、業務を実施する場合は記載不要。ただし、注３による場合は記載すること。
注２：設計共同体により業務を実施する場合には、業務分担について記載する。その場合は、備考欄に設計共同体の構成員である旨を記述するとともに、企業名等を記述すること。また、代表者はその旨を記述すること。

注３：他の建設コンサルタント等に当該業務の一部を再委託する場合又は学識経験者等の技術協力を受けて業務を実施する場合は、備考欄にその旨を記載するとともに、再委託先又は協力先、その理由（企業の技術的特徴等）を記載すること。ただし、業務の主たる部分を再委託してはならない。
注４：配置予定管理技術者の予定技術者名は、１名のみ記載するものとし、複数の管理技術者（正・副等含め）は認めない。

注５：配置予定管理技術者は、担当技術者との兼任は認めない。
（様式－６）
・業務の実施方針
	業務の実施方針

	（Ａ４サイズ、１枚以内とする。）




（様式－７）
・技術提案
	技術提案：本業務における留意点

	（Ａ４サイズ、１枚以内とする。）




（様式－８）
令和○年○月○日
支出負担行為担当官
中国地方整備局副局長
　　　　　○○　○○　　殿
住　　　　　所　　　　　　　　　
会　　社　　名　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代　表　者　名　　　
     ○○業務の競争参加資格確認申請書は、容量を超えたため持参又は郵送にて提出します。なお、問い合わせ先は下記のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．問い合わせ先
       担当者　：
       部　署　：  ○○本店○○部○○課
       電話番号　：  （代）○○－○○○－○○○○〔（内）○○○○〕
２．郵送する書面の目録
３．郵送する書類の頁数　　全○○頁
４．発送年月日　　令和○年○月○日
（様式－９）
・配置予定担当技術者の平成○○年度以降に完了（令和○○年度完了予定を含む）の同種又は類似業務実績

　①配置予定担当技術者数　　　人
　②業務実績において「同種業務・類似業務・無し」のいずれかを記載

	
	業務実績

	担当技術者Ａ
	

	担当技術者Ｂ
	

	担当技術者Ｃ
	


注１：配置予定担当技術者の氏名を記載する必要は無いが、配置予定担当技術者の実績を記載すること。
注２：配置予定管理技術者と担当技術者との兼任は認めない。
　　　　　（様式－１０）

・中立公平性に関する要件の確認
	　以下に該当する場合、☑を記す。
□　　本業務の履行期間中に工期がある本業務の対象工事（又は業務）を受注又は本業務履行期間中に下請けしていない。
□　　本業務の履行期間中に工期がある本業務の対象工事（又は業務）を受注又は本業務履行期間中に下請けしている者と資本面・人事面で関係がない。

□　　本業務を受注した場合、以下に示す中立公平性を遵守する。

・本業務を受注した者及び本業務を受注した者と資本面・人事面で関係がある者は当該業務の対象工事（又は業務）に参加してはならない。また、本業務の担当技術者の出向・派遣元及び出向・派遣元と資本面・人事面で関係のある者は、当該業務の対象工事（又は業務）に参加してはならない。なお、「対象工事（又は業務）に参加」とは、当該工事（又は業務）の入札に参加すること、当該工事（又は業務）の下請けとしての参加をいう。
　　　・資本面・人事面で関係があるとは、次の１）又は２）に該当するものをいう。
　　　　１）一方の会社が他方の会社の発行済株式総数の100分の50を超える株式を有し、又はその出資の総額の100分の50を超える出資をしている場合。
　　　　２）一方の会社の代表権を有する役員が他方の会社の代表権を有する役員を兼ねている場合。



   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 （様式－１７）
	                                                          令和　　年　　月　　日
  支出負担行為担当官
  中国地方整備局副局長　
　　　　　　○○　○○　殿


	
	会　　社　　名
	 
	

	
	競争参加業務名
	 
	

	
	連　　絡　　先

	部署・氏名
	
	

	
	
	 電話・FAX


	電話：
FAX：
	

	
	
	
	
	

	
	　　　　　　　通知された加算点に対する質問・意見等
	

	
	
	

	
	
	

	


【監督等補助、施工状況確認等補助】に係る様式





【発注資料作成補助、技術審査資料作成補助】に係る様式









